
2026年 7月 10日 

臨床データ利用のお願い 

 

海南病院では、以下の研究を実施しています。本研究の対象者に該当する可能性のある方

で、カルテ情報を研究目的に利用されることをご希望されない場合などお問い合わせがあ

りましたら、お手数ですが以下の問い合わせ先にご連絡ください。 

  

1. 研究課題名 

中心静脈栄養管理を実施した患者の血中セレン値の検討 

 

2. 研究責任者 

海南病院 栄養管理室  要石 真利 

 

3. 研究の概要 

セレンは必須微量元素の一つであり、抗酸化機能や免疫調整など生体維持に重要な役割を

担い、欠乏することで不可逆性の心筋壊死などを来すことがあります。経腸栄養剤の多く

はセレン含有量が極めて少なく、さらに国内で使用される高カロリー輸液製剤にもセレン

は含まれておりません。そのため、長期の経腸栄養管理や中心静脈栄養（TPN）管理では

セレン欠乏を来す可能性が高いとされております。しかし、血中セレン測定の注釈にある

「長期」について明確な基準が示されておらず、測定開始時期の判断が困難と考えており

ます。本研究は、TPN 管理を受けた患者さんの血中セレン値を後方視的に解析し、測定開

始時期の目安を検討することを目的としました。 

4. 研究方法 

①対象となる患者さん 

2023年 12月〜2026年 4月の入院期間中に TPN管理を実施していた患者さん 

 

②使用する試料等 

  カルテ情報：体格指数（BMI）、血中アルブミン値（Alb）、平均赤血球容積（MCV）、

血中セレン値、注射オーダーの内容、絶食日数 

 

5. 個人情報の取扱い 

貴重な患者さんの個人情報は、「個人情報保護法」及び「人を対象とする生命科学・医

学系研究に関する倫理指針」など各種法令に基づいて管理します。また、研究成果は

学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用し

ません。 



 

6. 問い合わせ先・相談窓口 

JA愛知厚生連 海南病院 栄養管理室  要石 真利 

電話：0567-65-2511（代表） 

 


